


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































する「亦の名」 「比売多々良伊須気余理比売」の二つの名が、記されているのであ 。つまり、 「伊須々岐」と「伊須気余理」は、異なる伝承を背景とすることから、二つの名が記されたのである。Ⅱ注記の意味　
異なる二つの伝承を背景とする伊須気余理比売の出自物語は、注記によって「ほと」と言うことを「悪」んで「比売」






















と述べている。 「悪みて」を、 『全註釈』 「平素あまり口にして ならない」 、 『古事記
　
新訂版』は「厳しい禁忌」を意
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の経緯を語る物語である。活玉依毘売は「床の辺」に「赤き土」をまくが、大物主神と婚姻をなす場が「床」と考えられるだろう。大物主神は、 「麗美しき壮夫」として通うが、 「戸の鉤穴より控き通り出で」るさまから、蛇の様態であることが分かる。また、応神記の天之日矛は、日光感染によって女性から生まれた赤玉を 賤しき夫が盗み、その赤玉を天之日矛が得た話である 赤玉は、 「床の辺」に置くと、 美麗しき嬢子」となり、天之日矛は、その「美麗しき嬢子」 妻とするのである。天之日矛は新羅の国王の子であるが、古事記の中では、この物語とともに、神功皇后の祖先として位置づけられている。つまり「床の辺」は、人 姿であるものと、本性が蛇や「赤き玉 であるような異類との婚姻を可能にする場なのである。　「床の辺」での婚姻の在り方を踏まえると、伊須気余理比売の出自物語では、丹塗矢である大物主神と勢夜陀多良比売との異類婚が果たされ はずである。だが、 「床 辺」 の婚姻は 「容姿麗美しき」勢夜陀多良比売と「麗しき壮夫」と
古事記「比売多々良伊須気余理比売」の出自と注記の意義
一五

















伊須気余理比売の出自記事ついて、 「富登多々良伊須々岐比売命」 「亦の名」 「比売多々良伊須気余理比売」の在り方



































































































































































 大吉備津日子命と若建吉備津日子命との二柱 相副ひて、針間 氷河の前に忌瓮を居ゑて、針間の道 口を為て、吉備国を言向け和しき。 （孝霊
（

④即ち丸迩臣が祖、日子国夫玖命を副へ 遣しし時に、即ち丸迩坂に忌瓮を居ゑて、罷り往きき。 （崇神記
　
建波邇安の反逆
（
（
（（
　
日本書紀の引用は『新編日本古典文学全集』①②③による。
（
（（
　
大久間注（５
（
論文
（
（0（　
毛
利正守「大物主神が関わる「神子・神御子」の意義―古事記の場合―」 （菅野雅雄博士古稀記念『古事記・日本書紀論究』お
うふう、二〇〇二年三月
（
